
　２　施策の目的と成果把握

24年度単位 区分

50.0 56.0

68.0

29年度28年度

議事調査課施 策 主 管 課

施策主管課長名

56.0

70.0

56.0

61.3

△

77%

56.0

成り行き値

達成率

80.0

25年度 26年度 27年度

65.0 67.0

24年度区分単位

実績値

見込み値

見込み値

実績値 65

見込み値 54

C

％

達成率

目標値

成り行き値

C

実績値

市民に関心を持たれる議会になる

達成率

③ 意図
　（この施策によって対象をどう変えるのか）

目標値

結果

④ 成果指標　（意図の達成度を表す指標）

◎目標達成（105％以上）　　○目標をほぼ達成（95％～105％未満）　 △目標を未達成（95％未満）

目標値

28年度

D

B

成り行き値

A

② 対象指標　（対象の大きさを表す指標）

B 日

28 27

6

65 656565 65

666

定例会・臨時会の審議日数
実績値

6

28

61
特別委員会の審議日数 日

日

常任委員会の審議日数

26年度 29年度

27

27

28 27 28

27年度

56.0

63.0

A

政策No.

施策名施策No. 4

施策
関係課名

　総務課、行政改革推進課、選挙管理委員会事務局、議会事務局議事調査課

① 対象
　　（この施策は、誰、何を対象としているのか）

市議会

25年度

年度

達成率

施策マネジメントシート１（後期基本計画）

新たな行政経営によるまちづくり

開かれた議会運営の推進

　１　基本計画期間（平成25年度～平成29年度）における施策の方針

平成

7
政策
体系

政策名

　市民の議会に対する関心は高い水準にあるが、さらなる成果向上を目指すため、議会改革のサポートを行いながら市民に対する積極的な情報提供に努める。

隈元　悟
重点
施策

25

議会に関心を持っている市民の割合

成り行き値

目標値

結果

実績値

実績値

⑤ 成果指標の測定方法　（実際にどのように実績を把握するか）

結果

結果

結果

実績値

成り行き値

⑥ 平成29年度の目標値設定の考え方

E

達成率

実績値

目標値

A　議会に関心を持っている市民の割合
※総合計画進行管理に係る市民意識調査

A

　「議会に関心を持っている市民の割合」については、「インターネットでの議会中
継と本会議会議録検索システムの導入」、「委員会の会議録の公開」、「議会報告
会の実施」、「広報広聴常任委員会の設置」、「議会棟の音響再生装置等の改修」
等を行い、議会広報活動等の充実に努めており、今後も議会広報活動等の更な
る周知を図るとともに、「霧島市議会基本条例」の的確な運用を図ることにより、議
会の審議内容がさらに理解され、議会がより身近なものと感じられるようになると考
えられることから、70.0％を目標値とする。

Ｃ

Ｂ

E

D



- 4

 ① この施策の役割分担をどう考えるか（協働による市民と行政の役割分担）

A

B
C
D
E

　５　施策の現状

■平成24年度で議場等のデジタル化を含む機器の改修を行い、ケーブルテ
レビによる議会中継や傍聴者が傍聴しやすい環境整備等を行ったことを市民
に周知を図る。
■市民への議会広報活動の充実を図るため、分かりやすい議会だよりの作成
を行う。

 7 平成26年度に向けた施策の課題・方向性

　市民に関心を持たれる議会を目指して、議会改革のサポートを行いながら、
市民に対する積極的な情報提供に努める。

 6 平成25年度の施策の取組方針 （昨年度マネジメントシートより）

　目標達成           ◎ 105％以上
　目標をほぼ達成 ○　95％～105％未満
　目標を未達成　  △  95％未満

平成24年度成果指標

■市民への議会広報活動の充実を図るため、分かりやすい議会だよりの作成を行う必要がある。
■インターネットを利用した本会議の映像配信、会議録検索システム、ケーブルテレビを通じた議会中継、議会報告会等の広報手段を、議会だよりや広報誌
などを活用して市民に周知を図る必要がある。
■「議会基本条例」の的確な運用を図る必要がある。

■議員が積極的に市民との会話をする場を持ってもらいたい。
■議会だよりを読みやすくすることや設置場所を増やしてほしい。

 ② 平成24年度施策の取組方針の達成状況

■議会
・傍聴しやすい議会の環境づくり。
・市民に対する情報提供。（読みやすい議会だよりの発行など）
・議会基本条例（「市民に開かれた議会」、「市民参加の機会の拡充」及び「市
民参加及び市民との連携」）の積極的な運用を図る。

■住民
・議会を積極的に傍聴する。
・議案に関心を持つ。
・議会活動に関心を持つ。

　４　施策の特性・状況変化・住民意見等

 ③ 平成24年度施策の目標値と実績値の比較  ④ 平成24年度施策の成果指標の達成状況及び要因

結果
達成率目標値 実績値

 ⑤基本事業の
　　　　目標達成度

　　　○＝すべての目標値を達成　　△＝一部の目標値を達成　　×＝すべての目標値を未達成

（平成24年度目標と
　　　　　実績との比較）

　３　基本計画期間で解決すべき施策の課題(総合計画書より)

 ③ この施策に対して市民（対象者、納税者、関係者等）、議会からどのような意見や要望が寄せられているか？

 ① 平成24年度施策の取組方針

開かれた議会運営の推進
施策名
7

 ② 施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）はどのように変化しているか、更に今後どう変化するか？

■傍聴しやすい議会の環境づくり：傍聴者等から議場での発言者の声が聞き取りにくいので改善をしてほしい等の要望もあり、平成24年度でＡＶシステム（音
響再生装置とビデオ装置を組み合わせたシステム）の改修を行った。
■市民に対する情報提供：①年４回議会だよりを発行し、定例会等の情報発信を行っている。②インターネット上に本会議及び４常任委員会の議事録を公開
している。③インターネットを利用して本会議の生中継及び録画放送を行っている。④定例会終了後旧市町ごとに「議員と語ろかい」を行っている。
■今後、スマートフォン等の情報化社会に適応するため、様々な媒体を活用した情報発信に努める必要がある。

施策マネジメントシート２（後期基本計画）

       ア）行政の役割
　　　　　（市がやるべきこと、県がやるべきこと、国がやるべきこと）

      イ）市民（住民、事業所、地域、団体等）の役割

平成 25 年度



-

　２　基本事業の指標等の推移 ◎目標達成（105％以上）　　○目標をほぼ達成（95％～105％未満）　△目標を未達成（95％未満）

施策名
7 4

Ｄ

平成 25 年度 基本事業マネジメントシート（後期基本計画）　

50.0

結果 △
成り行き値

②成果指標の測定方法
③数値
   区分

■議会だよりの更なる充実を図る。
■議会だより、ケーブルテレビなどの広報媒体を利用し、議会中継の充実や傍聴手段の周知を図る。
■議会報告会等により市民との対話を進める。

②対　象 市民 ③意　図 議会活動に関する情報が得られる

28年度 29年度
（目標年度）

①成果指標名

　１　基本事業の目的、取組み方針
　①基本計画期間における取り組み方針　(総合計画書より)

基本
事業№

7-4-1 基本事業名

開かれた議会運営の推進

議会に関する情報提供の充実
基本事業
主担当課

議事調査課

24年度 25年度 26年度 27年度単位

50.0

62.0 64.0 66.0 68.0

50.0 50.0 50.0 50.0

70.0

実績値 43.4

成り行き値

Ｃ

目標値 60.0

Ａ
議会活動に関する情報提供
が十分になされていると考え
る市民の割合

％ 市民意識調査

達成率

達成率 72%

Ｂ 実績値

目標値

結果

達成率

実績値

目標値

成り行き値

結果
成り行き値

目標値

実績値

達成率

　３　基本計画期間における基本事業の目標設定の根拠

■傍聴者が傍聴しやすい環境整備を図る。
■広報手段としての議会だよりの内容充実を図ると共に、インターネット
映像配信及び会議録検索システムなどの広報手段について市民への周
知を図る。

■市民への議会広報活動の充実を図るため、分かりやすい議会だよりの作成
を行う必要がある。
■インターネットを利用した本会議の映像配信、会議録検索システム、ケーブ
ルテレビを通じた議会中継、議会報告会等の広報手段を議会だよりや広報誌
などを活用して市民に周知を図る必要がある。
■「議会基本条例」の的確な運用を図る必要がある。
■議員と語ろかいを引き続き行う。
■より分かりやすい議会だよりとするため、紙面のレイアウト替え等を行う。

　６　平成24年度基本事業の成果指標の達成状況及び要因

　４　平成24年度基本事業の取組方針 　５　平成24年度基本事業の取組方針の達成状況及び要因

　７　平成25年度基本事業の取組方針

A　「議会に関心を持っている市民の割合」については、「インターネットでの議会中継と本会議の会議録検索システムの導入」、「委員会の会議録の公
開」、「議会報告会の実施」、「広報広聴常任委員会の設置」、「議会棟の音響再生装置等の改修」等を行い、議会広報活動等の充実に努めており、今後
も議会広報活動等の更なる周知を図るとともに、「霧島市議会基本条例」の的確な運用を図ることにより、議会の審議内容がさらに理解され、議会がより
身近なものと感じられるように考えられることから70.0%を目標値とする。

　８　平成26年度に向けた基本事業の課題・方向性

結果



-

　２　基本事業の指標等の推移 ◎目標達成（105％以上）　　○目標をほぼ達成（95％～105％未満）　△目標を未達成（95％未満）

　３　基本計画期間における基本事業の目標設定の根拠

A　類似団体でも年15件程度であり、本市もこの目標とする。
B、C　平成25年度に改選があるものの、積極的な議員活動を行っており、今後も実績値以上の議論が期待できる。

結果

達成率

■議員活動や議会運営に必要な情報収集等の支援を行う。
■議員を対象とした市議会独自の研修を行う。

■議会及び議員の活動が適正かつ効率的に行われるよう、国や他市の状況等
の情報収集や提供を的確かつ迅速に行うなど議会運営を支援する。
■地域主権改革に伴い、議会機能の充実・強化が求められるため、議員研修
の充実が課題である。

　４　平成24年度の取組方針 　５　平成24年度の取組方針の達成状況及び要因

　６　平成24年度の成果指標の達成状況及び要因

　７　平成25年度の取組方針 　８　平成26年度に向けた基本事業の課題・方向性

開かれた議会運営の推進

　議員活動や議会運営に必要な情報収集等の支援を行う。また、議員を対象とした研修等を積極的に取り入れる。

②対　象 議会 ③意　図 活発な議論ができる環境が整う

平成
4

25 年度 基本事業マネジメントシート（後期基本計画）　
施策名
7

　①基本計画期間における取り組み方針　(総合計画書より)
　１　基本事業の目的、取組み方針

基本
事業№

7-4-2 基本事業名 議会運営への支援
基本事業
主担当課

議事調査課

①成果指標名 単位 ②成果指標の測定方法
③数値
   区分

24年度 25年度 26年度 27年度 29年度
（目標年度）

Ａ
議員からの提案件数
（議提件数）

件 会議録

成り行き値 15 8 8

28年度

目標値 15 15 15 15 15 15

11

88 8

実績値

結果

達成率 73%

Ｂ
本会議で発言した
議員の延べ人数

人 会議録

△

目標値

127

130

110 110成り行き値

実績値

110100 110 110

成り行き値 1,000

目標値

130 130 130 130 130

達成率 98%

結果 ○

1,500

Ｃ
本会議での延べ
発言回数

回 会議録

1,900 1,900 1,900 1,900

2,000 2,025 2,050 2,075

1,900

2,100

達成率 124%

実績値 1,862

実績値

結果

Ｄ

成り行き値

目標値

◎


